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　市と協働で令和４年４月から令和９年３月末までの５か年を期間とした、志摩市における
地域福祉活動の基本方針とその実践について定めた第４次志摩市地域福祉（活動）計画を
策定しました。
　『誰もがつながりあい自分らしく暮らす志摩市』を基本理念とし、すべての市民に“居場所”
のある地域社会の構築を目指していきます。

誰もがつながりあい自分らしく暮らす志摩市へ!
〜 第４次志摩市地域福祉（活動）計画スタート！！〜
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受託金 100,273

法人運営・
地域福祉
事業等
200,652

障がい福祉
サービス事業
　　296,510

繰越金
280,695

介護保険
サービス事業
458,090

障がい福祉
サービス事業
144,562

障がい者
就労支援事業
163,092

繰越金・予備費
284,013

介護保険
サービス事業
524,978

障がい者
就労支援
事業
35,772

補助金・助成金 53,241
会費・寄付金 7,837

積立預金取崩
8,819 受託事業 82,876

収入 支出
1,333,285千円
（単位：千円）

1,333,285千円
（単位：千円）

その他
25,160

令和４年度 事業計画・予算の概要
基 本 理 念

令和４年度　主な事業計画

令和４年度　収支予算内訳

基本方針　地域共生社会の実現に向けて注力します！
　従来の制度や分野の枠にとらわれず、「支える側」「支えられる側」という関係を超えて、人と人、
人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割をもち、助け合いながら暮らしていくことのでき
る包摂的なコミュニティ、地域や社会を創るという理念である地域共生社会の実現を目指します。

１ 法人運営事業
■　組織機能の強化（組織統治・専門性強化の取組）
■　財政基盤の強化（収支バランスの確保）
■　働き方改革関連法への対応
■　防災対策・感染症対策の強化

２ 地域福祉活動推進事業
■　地域福祉活動計画推進（第４次地域福祉活動計画

の推進、座談会等による地域課題の把握・共有）
■　災害ボランティアセンターの運営準備
■　災害時要援護者の把握に向けた関係機関との協議
■　共同募金配分金事業（地域見守り事業、ボラン

ティア活動支援、福祉学習の支援等）
■　その他（成年後見制度の利用支援、専門相談会

開催、関係団体活動支援・協力）

３ 在宅福祉サービス事業
■　介護保険サービス事業

居宅介護支援事業、訪問介護事業、訪問入浴
介護事業、通所介護事業、福祉用具貸与事業、
福祉用具販売事業、訪問看護事業

■　障がい福祉サービス事業
ヘルパーセンター事業、生活介護センター事業、
日中一時支援事業、放課後等デイサービス事業、
就労継続支援Ａ型事業、就労継続支援Ｂ型事業、
就労移行支援事業

４ 受託事業
■　放課後児童クラブ事業
■　浜島・磯部地域包括支援センター事業
■　重層的支援体制整備事業（相談体制の整備、参加支援）
■　生活支援体制整備事業

（町域での地域支援コーディネーターの活動強化）
■　救急医療情報キット（いのちのバトン）配付事業
■　日常生活自立支援事業
■　生活困窮者自立相談支援事業ほか関係事業
■　地域生活拠点づくり事業
■　その他（生活福祉資金貸付事業、介護予防事業）

個人の人格や生き方を尊重し、住み慣れた地域において、誰もが安心
して豊かに暮らせる地域福祉を実現します。
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令和４年度
社協会員募集の
ご案内

令和４年度
社協会員募集の
ご案内

あなたも福祉のまちづくりに
参加しませんか？
あなたも福祉のまちづくりに
参加しませんか？

◆助成事業の詳細や申請方法については下記までお問い合わせいただくか、ホームページを
ご確認ください。

お問い合わせ　志摩市社会福祉協議会　地域支援課　☎0599－55－3885

赤い羽根共同募金助成金について
　支えあい、助け合いのまちづくりを推進するため、志摩市内で活躍しているボランティア
団体等へ事業費を助成しています。申請書は、お近くの志摩市社協でお渡ししています。ま
た、志摩市社協ホームページからもダウンロードできます。

①ボランティア団体福祉活動助成（上限１万円）：申請書提出期限 令和４年９月30日
②地域ふれあいサロン助成（上限３万円）　　　：申請書提出期限 令和４年５月13日
　※書面にて審査・選考を行います。
③先駆的・重点的地域福祉活動助成（区分Ａ：上限10万円　区分Ｂ：上限20万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：申請書提出期限 令和４年５月13日

　　※区分Ｂは新設事業に限ります。
　　※プレゼンテーションにて審査・選考を行います。

本年度も本会の活動、趣旨をご理解いただき、ひとりでも多くのみなさまに
社協会員加入のご協力をよろしくお願いいたします。

４月から
　新しい担当者となりました

浜島町 大王町 志摩町 阿児町 磯部町
柿内　洋二 市川　真弓 青木　裕貴 山本　湧介 山下　裕也

〜地域の皆様にご協力をいただいている赤い羽根共同募金を財源に助成しています〜

　住民のみなさまをはじめ、自治会、民生・児童
委員、ボランティア、福祉関係機関等の参加・
協力のもと、誰もが住み慣れたまちで安心して
暮らすことができる「福祉のまちづくり」の実現
を目指した様々な活動を行う民間の団体です。

　社協の取り組みにご理解をいただき、会費
を納めることによって、事業活動への支援
をしていただく方のことです。会員になる
ことで志摩市における福祉のまちづくりの
活動に参加していただくことになります。

社会福祉協議会とは 社 協 会 員 と は

新しい地域支援コーディネーターが
みなさまの地域を訪問します

新しい地域支援コーディネーターが
みなさまの地域を訪問します

新しい地域支援コーディネーターが
みなさまの地域を訪問します

　志摩市社会福祉協議会では、行政による地域福祉推進の基本計画である「地域福祉計画」と一体的
に、具体的な活動計画として「地域福祉活動計画」を策定しています。
　第３次計画に引き続き、第４次計画においても各町に担当職員を配置し、地域のみなさまとともに
「顔の見える」関係づくりを進めます。第４次計画では、ふくし座談会を通して地域の直面する課題
にみなさまと共に取り組み、地域と関わりがある人や団体をつなぐなど、ふくし座談会の運営を支援
していきます。
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「社協だより」はボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある人に音訳（朗読）による広報をお届けしています。
ボランティアに興味のある方は、志摩市社協 地域支援課までご連絡ください。

無料専門相談のご案内

〈相談・問い合わせ先〉
くらしサポートセンターふんばり（磯部かがやき内）
☎0599-68-7130／FAX 0599-44-1103

法律に関する相談
～法テラス三重 （弁護士）～

生活困窮者の相談窓口
～くらしサポートセンターふんばり～

◆経済的にお困りの方で法律相談の必要のあ
る方を対象としています。

◆事前予約制・先着６名（１か月前より受付）
　※ 予約時、収入等についてお伺いし、資力

基準の確認を行ないます。

◆さまざまな要因により経済的に困窮した方
に、生活の見通しがもてるよう相談支援を
行ない、解決に向けてのお手伝いをします。

◆相談は随時行なっております。

相談日 ： 7月14日（木）　13：00～16：00
　　　　磯部健康福祉センター かがやき

〈予約・問い合わせ先〉
法テラス三重（日本司法支援センター三重地方事務所）

☎050-3383-5470（受付 9：00～17：00）

★★★お気軽にご相談ください★★★

予約・問い合わせ先：志摩市社協　地域支援課　☎ 0599-55-3885（受付：月〜金 8：30〜17：15）

相　　　　談 月　日 曜日 時　　　間 場　　　所 相　談　員
法 律 相 談  ６月23日 木 13：30〜16：00 か が や き 弁 護 士
登 記・ 訴 訟 相 談  ７月20日 水 13：30〜16：00 か が や き 司 法 書 士

※相談時間は30分です。５月２日（月）より受付開始します。人数には限りがありますのでお早めにご予約ください。

令和 4年 1月21日から令和 4年 3月20日までに、次のみなさまから心温かい善意が寄せられ
ました。これらは、地域福祉事業の推進に役立てさせていただきます。

ご寄付をありがとうございました

丸定旅館他有志 様　廃食油回収還元資金 3,000円
㈱綿清商店 様 抗ウイルスマスク 3,200枚
松 本 き よ 様 車イス １台、紙オムツ 多数

　匿　　名 消毒薬噴霧器 １式
中 村 節 哉 様 パネルヒーター、ファンヒーター、

布団乾燥機 各１台

　赤い羽根共同募金による助成を受けている団
体から地域の皆さまへ「ありがとうメッセージ」
として感謝の気持ちが社協に届けられています。

　助成金をいただくことにより、高齢者から幼児ま
で色々な所へ出かけたり、寄せ植え教室を実施する
等区民のつながりの強化や閉じこもりがちな高齢者
の交流の場を提供できる等皆さん感謝でいっぱいで
す。ありがとうございます。

　今日は何をするのかな、予定ではわかっているの
ですが、皆さん楽しみに集まります。情報交換をし
ながら、手や頭を使い「認知症にならないね、ここに
来ていれば」と楽しい一日はすぐ過ぎていきます。
本当にありがとうございました。

いそべ茶屋川辺（磯部地区）の活動の様子

ふれあいサロンすみれ（志摩地区）の活動の様子

ありがとうメッセ
ージの紹介


